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浦
安
の
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制
作
経
緯
と
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
臨
時
祭
典沓

　
脱
　
紗
　
英　
　

　
　
　

は
じ
め
に

　

神
楽
は
、
音
楽
歌
舞
を
奏
し
て
神
を
祀
る
神
事
芸
能
で
あ
る
。
記
紀
に
よ
る
と
、
天
照
大
御
神
が
天
石
屋
戸
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る

際
に
、
八
百
万
神
が
天
安
之
河
原
に
集
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
天
宇
受
売
命
が
真
賢
木
を
採
っ
て
舞
い
、
諸
神
声
を
揃
え
唱
歌
し
、
天
照

大
御
神
の
出
御
を
待
っ
た（

（
（

。
こ
れ
が
神
楽
の
起
源
と
さ
れ
て
、
全
国
各
々
の
神
社
で
、
社
伝
神
楽
や
里
神
楽
な
ど
、
長
き
に
わ
た
り
神

に
奉
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
意
外
に
も
現
在
に
お
い
て
、
多
く
の
神
社
で
舞
わ
れ
て
い
る
神
前
神
楽
舞
は
、
近
現
代
に
な
っ
て
か
ら

制
定
さ
れ
、
普
及
さ
れ
た
舞
で
あ
る
。
百
年
未
満
の
歴
史
的
に
見
れ
ば
短
期
間
で
、
全
国
津
々
浦
々
の
神
社
で
奉
奏
さ
れ
て
い
る
の
は

な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
が
、
本
研
究
の
出
発
点
で
あ
る
。

　

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
と
い
う
年
は
、
神
武
天
皇
の
橿
原
宮
で
の
即
位
か
ら
二
千
六
百
年
の
年
月
が
経
っ
た
こ
と
を
祝
い
、
奉

祝
記
念
行
事
や
奉
祝
記
念
事
業
が
盛
大
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』
に
記
載
が
あ
っ
た
も
の
だ
け
で
、
記

念
事
業
は
約
一
万
五
千
件
、
総
額
約
一
億
六
千
三
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
壮
大
な
国
家
的
祝
典�
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だ
っ
た
の
が
十
一
月
十
日
の
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
式
典
で
あ
る
。
こ
の
奉
祝
式
典
は
、
東
京
で
約
五
万
人
の
人
が
集
ま
っ
た
大
規
模

な
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
時
、
政
府
は
紀
元
二
千
六
百
年
を
奉
祝
し
た
祭
典
で
新
し
い
「
神
社
音
楽
」
を
創
定
普
及
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
鑑
み
て
、
神
楽
を
創
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

故
に
本
研
究
の
目
的
は
、紀
元
二
千
六
百
年
を
奉
祝
す
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
「
神
前
神
楽
舞
」
の
代
表
作
と
さ
れ
る
「
浦
安
の
舞
」

を
例
に
、
そ
の
制
作
経
緯
と
具
体
的
な
取
り
組
み
を
解
明
し
な
が
ら
、
終
戦
ま
で
の
歴
史
的
過
程
を
示
し
、
神
社
音
楽
の
推
移
を
考
察

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

一
、
浦
安
の
舞
と
『
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
神
楽
舞
奉
奏
普
及
方
要
項
』

　

一
概
に
「
神
楽
」
と
い
っ
て
も
、
該
当
す
る
も
の
は
数
多
く
あ
る
。
例
え
ば
、
宮
中
の
御
神
楽
、
社
伝
神
楽
、
里
神
楽
、
出
雲
流
神

楽
、
湯
立
神
楽
、
法
印
神
楽
、
山
伏
神
楽
な
ど
、
挙
げ
だ
し
た
ら
際
限
が
な
い
。
今
回
、
取
り
扱
う
「
浦
安
の
舞
」
は
、
前
に
挙
げ
た

ど
れ
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
「
神
前
神
楽
舞（

（
（

」
と
い
う
分
類
に
入
る
舞
と
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
以
下
、「
浦
安
の
舞
」
に
つ
い
て
概
略
的
に

説
明
し
た
い
。

　
「
浦
安
の
舞
」は
、今
日
、全
国
の
神
社
で
最
も
多
く
舞
わ
れ
て
い
る
巫
女
舞
の
一
つ
で
あ
り
、神
前
神
楽
舞
の
代
表
作
と
さ
れ
て
い
る
。

浦
安
の
舞
は
、
昭
和
十
五
年
八
月
に
紀
元
二
千
六
百
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
奉
祝
臨
時
祭
典
の
中
で
奉
奏
さ
れ
る
た
め
に
公
式
に
制

定
さ
れ
、
三
か
月
後
の
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
式
典
当
日
の
十
一
月
十
日
に
午
前
十
時
に
日
本
全
国
に
加
え
、
台
湾
・
朝
鮮
な
ど
の
神

社
で
斉
行
さ
れ
た
奉
祝
祭
で
神
慮
を
慰
め
る
と
共
に
、
世
界
平
和
の
祈
り
を
こ
め
て（

（
（

一
斉
に
奉
奏
さ
れ
た
。
当
時
、
宮
内
省
楽
部
の
楽

長
で
あ
っ
た
多
忠
朝（

（
（

が
作
曲
振
付
し
た
も
の
で
あ
り（

（
（

、
三
ヶ
月
と
い
う
短
い
期
間
で
全
国
津
々
浦
々
の
神
社
に
普
及
す
る
た
め
講
習
会

と
い
う
形
式
で
特
訓
体
制
が
し
か
れ
た（

（
（

。
当
時
、
選
抜
さ
れ
た
舞
姫
た
ち
は
、
神
職
や
氏
子
の
娘
な
ど
で
あ
っ
た（

（
（

。

　

舞
の
構
成
と
し
て
は
、
扇
と
鈴
の
舞
か
ら
な
っ
て
お
り
、
正
式
に
は
四
人
の
舞
姫
が
あ
こ
め
装
束
を
着
て
、
前
半
は
檜
扇
、
後
半
は
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鈴
を
持
っ
て
舞
う
も
の
で
、
昭
和
天
皇
御
製
の
「
天あ

め
つ
ち地

の
神か

み

に
そぞ

い
の
る
朝あ

さ

な
きぎ

の
海う

み

の
こご

と
く
に
波な

み

た
た
ぬ
世よ

を
」
と
い
う
歌
に
曲

と
舞
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
浦
安
の
舞
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、『
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
神
楽
舞
奉
奏
普
及
方
要
項（

（
（

』
が
制
作
当
時
に
定
め
ら
れ
て�

い
る
。
こ
の
原
本
に
つ
い
て
は
所
在
不
明
で
あ
る
が
、
現
在
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
に
『
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
記
念
― 

浦
安
舞
関
係
―
』
と
い
う
複
写
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
要
項
制
作
に
あ
た
っ
て
の
資
料
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
か
ら�

『
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
神
楽
舞
奉
奏
普
及
方
要
項
』
は
内
容
を
精
査
し
、
何
度
か
書
き
換
え
ら
れ
た
様
子
が
窺
え
る
。
そ
こ
に
記
載

さ
れ
た
要
項
の
最
終
的
な
内
容
を
次
に
記
す
。

『
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
神
樂
舞
奉
奏
普
及
方
要
項
』

　

奉
祝
神
楽
舞
要
項

　

一
、�

来
ル
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
日
全
國
神
社
ニ
於
テ
一
齊
ニ
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
ノ
臨
時
祭
執
行
セ
ラ
ル
ゝ
ニ
當
リ
内
閣
紀
元

二
千
六
百
年
祝
典
事
務
局
ノ
後
援
、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
會
ノ
制
定
ニ
係
ル
奉
祝
神
樂
舞
ヲ
全
國
各
神
社
ノ
大
前
ニ
奉
納
シ

曠
古
ノ
盛
典
ヲ
奉
祝
ス
ル
ト
共
ニ
之
ヲ
永
遠
ニ
記
念
ス
ル
爲
メ
爾
後
平
常
ノ
祭
典
ニ
於
テ
モ
之
ヲ
奉
奏
ス
ベ
ク
實
施
普
及
ニ
努

ム
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス　

　

二
、�

本
舞
ハ
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
會
ノ
記
念
事
業
ト
シ
テ
神
社
奉
祝
祭
典
ノ
タ
メ
ニ
制
定
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
神
社
祭
典
以

外
ニ
漫
リ
ニ
之
ヲ
用
ヒ
又
改
作
ヲ
許
サ
ヾ
ル
モ
ノ
ト
ス

　

三
、�

皇
典
講
究
所
、
全
國
神
職
會
ハ
本
舞
ノ
奉
奏
普
及
ニ
關
ス
ル
事
務
ヲ
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
會
ヨ
リ
委
託
セ
ラ
レ
本
部
ヲ
便
宜

皇
典
講
究
所
ニ
置
ク

　

四
、
本
舞
ハ
舞
人
ハ
女
子
、
歌
方
ハ
男
女
何
レ
ヲ
以
テ
充
ツ
ル
モ
差
支
ナ
シ
、
ソ
ノ
奉
仕
者
員
數
ハ
各
神
社
ニ
依
リ
適
當
ニ
定
ム
ベ
シ
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五
、�

本
舞
ニ
用
フ
ル
装
束
ハ
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
會
制
定
ノ
モ
ノ
ヲ
用
フ
ル
ヲ
可
ト
ス
、
但
シ
正
式
、
略
式
、
簡
易
ノ
三
種
ノ
内

何
レ
ヲ
用
フ
ル
モ
各
神
社
ノ
任
意
ト
ス

　

六
、�
本
舞
ニ
用
フ
ル
歌
曲
ノ
組
織
ハ
歌
謡
ヲ
主
ト
シ
樂
器
ハ
笏
拍
子
、
和
琴
或
ハ
琴
、
神
樂
笛
、
篳
篥
等
ヲ
用
ヒ
テ
伴
奏
ス
ベ
キ
モ

ノ
ナ
ル
モ
適
當
ナ
ル
奉
奏
者
ヲ
得
ザ
ル
場
合
ハ
最
小
限
歌
謡
ノ
ミ
（
樂
器
ヲ
用
ヒ
ズ
）
ニ
テ
モ
行
ヒ
得
ル
モ
ノ
ト
ス
、
又
琴
ハ

山
田
流
、
生
田
流
等
ノ
箏
ヲ
用
フ
ル
モ
任
意
ト
ス

　
奉
奏
指
導
者
講
習
會
要
項

　

一
、�

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
會
ヨ
リ
全
國
各
地
ニ
講
師
ヲ
派
遣
シ
講
習
會
ヲ
開
催
シ
テ
各
神
社
ニ
於
ケ
ル
本
舞
ノ
奉
奏
者
ヲ
指
導
養

成
ノ
任
ニ
當
ル
ベ
キ
指
導
者
ヲ
養
成
ス
、
但
シ
必
シ
モ
指
導
者
タ
ラ
ズ
シ
テ
直
接
神
社
ノ
奉
奏
奉
仕
者
タ
ル
者
ノ
参
加
モ
妨
ゲ

ザ
ル
モ
ノ
ト
ス

　

二
、�

右
ノ
講
習
會
ハ
各
府
縣
ノ
聯
合
神
職
會
ノ
區
域
ヲ
一
區
域
ト
シ
右
區
中
ノ
適
當
ナ
ル
場
所
ヲ
一
箇
所
又
ハ
二
箇
所
選
定
シ
テ
該

區
内
各
府
縣
ノ
神
社
ハ
右
講
習
地
へ
本
舞
普
及
ノ
爲
メ
指
導
者
タ
ル
ベ
キ
者
又
ハ
各
神
社
ニ
於
ケ
ル
本
舞
奉
奏
奉
仕
者
ヲ
派
遣

シ
テ
受
講
セ
シ
ム
モ
ノ
ト
ス

　

三
、�

本
講
習
會
ノ
開
催
豫
定
地
ハ
大
体
左
ノ
如
シ
、
尚
右
ノ
豫
定
地
に
關
シ
各
聯
合
神
職
會
内
ノ
各
府
縣
神
職
會
ノ
協
議
ニ
依
リ
他

ノ
場
所
ニ
開
催
地
變
更
ノ
希
望
ア
ラ
バ
適
當
ニ
變
更
ノ
取
計
ヲ
ナ
ス
事
ヲ
得
、
但
シ
右
地
域
内
ノ
講
習
會
場
ヲ
豫
定
以
上
ニ
増

加
ス
ル
事
ハ
種
々
ノ
都
合
ニ
依
リ
困
難
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　

講
習
會
開
催
豫
定
地

　
　
　
　
　

関
東
一
府
七
縣　

東
京
市

　
　
　
　
　

樺
太
北
海
道
東
北
六
縣　

札
幌
市
、
仙
臺
市
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東
海
中
部
五
縣
北
陸
四
縣　

名
古
屋
市
、
長
野
市
、
金
澤
市

　
　
　
　
　

近
畿
二
府
四
縣　

奈
良
市
、
神
戸
市

　
　
　
　
　

中
州
九
縣　

松
山
市
、
大
社
町

　
　
　
　
　

九
州
、
沖
縄　

福
岡
市
、
宮
崎
市

　
　
　
　
　

臺
灣　

臺
北
市

　
　
　
　
　

朝
鮮
、
満
洲
、
中
華
民
國　

京
城　
　
　
　
　

以
上
十
四
箇
所

　

四
、�

右
講
習
會
開
催
期
ハ
大
体
八
月
ヨ
リ
開
始
シ
九
月
迄
ニ
終
了
豫
定
、
更
ニ
其
後
各
府
縣
ニ
於
テ
右
講
習
會
講
習
修
了
者
ヲ
以
テ

各
神
社
ノ
奉
奏
奉
仕
者
ノ
指
導
養
成
ニ
當
ラ
シ
ム

　

五
、�

講
習
會
ノ
一
箇
所
ニ
於
ケ
ル
期
間
ハ
大
体
十
日
間
位
ヲ
以
テ
終
了
ノ
豫
定
、
右
期
間
中
修
得
不
充
分
ナ
ル
者
多
數
ノ
場
合
ハ
適

宜
期
間
ヲ
延
長
ス
ル
事
ア
ル
ベ
シ

　

六
、
講
師
ノ
員
數
ハ
講
習
會
受
講
者
ノ
員
數
ニ
應
ジ
適
宜
派
遣
ス
、
講
師
派
遣
ニ
要
ス
ル
經
費
ハ
本
部
ニ
於
テ
負
擔
ス

　

七
、
講
習
會
一
箇
所
ノ
受
講
者
五
十
名
ニ
充
タ
ザ
ル
時
ハ
適
宜
他
ノ
講
習
會
場
ト
合
併
ス
ル
事
ア
ル
ベ
シ

　

八
、�

講
習
場
ハ
可
成
公
會
堂
學
校
講
堂
等
ノ
廣
間
ヲ
有
ス
ル
場
所
ニ
シ
テ
受
講
者
ノ
半
數
以
上
同
時
ニ
舞
ヲ
爲
シ
得
ル
程
度
ノ
廣
サ

ヲ
有
ス
ル
場
所
ナ
ル
ヲ
要
ス

　

九
、�

各
講
習
會
開
催
地
ノ
府
縣
神
職
團
体
ニ
對
シ
テ
平
均
額
金
五
百
圓
以
内
（
當
該
聯
合
神
職
會
内
ノ
府
縣
數
並
受
講
者
數
ニ
依
リ

多
少
増
減
ア
ル
ベ
シ
）
ノ
補
助
金
交
付
セ
ラ
ル
ヽ
豫
定

　

十
、�

右
補
助
金
ノ
支
途
ニ
關
シ
テ
ハ
講
習
會
開
催
地
ノ
府
縣
神
職
會
ト
右
神
職
會
ノ
属
ス
ル
府
縣
聯
合
神
職
會
内
ノ
他
ノ
府
縣
神
職

會
ト
協
議
ノ
上
適
當
ニ
處
理
ス
ル
事
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講
習
會
受
講
者
要
項

　

一
、�

各
神
社
ノ
宮
司
又
ハ
社
司
、
社
掌
ハ
受
講
者
ヲ
府
縣
神
職
會
長
宛
推
薦
シ
各
府
縣
神
職
會
長
ハ
之
ヲ
更
ニ
講
習
會
開
催
地
ノ
府

縣
神
職
會
長
並
本
部
（
皇
典
講
究
所
）
宛
報
告
ス
ル
事

　

二
、
講
習
會
開
催
地
府
縣
神
職
會
長
並
本
部
（
皇
典
講
究
所
）
宛
ノ
報
告
ハ
來
ル
七
月
二
十
五
日
迄
ニ
取
扱
フ
事

　

三
、�

受
講
者
ハ
可
成
二
十
才
以
上
四
十
才
位
迄
ノ
神
職
又
ハ
樂
師
等
ニ
シ
テ
講
習
修
了
後
更
ニ
之
ヲ
他
ニ
傳
授
指
導
シ
得
ル
見
込
ア

ル
者
ヲ
推
薦
ノ
事

　

四
、�

受
講
者
一
人
ニ
テ
舞
方
、
歌
方
、
管
方
（
神
樂
笛
、
篳
篥
、
和
琴
等
）
ヲ
短
期
間
中
ニ
同
時
に
修
得
ス
ル
事
ハ
困
難
ナ
ル
ヲ
以

テ
可
成
夫
々
別
個
ニ
修
得
シ
得
ル
員
數
ノ
受
講
者
ヲ
推
薦
派
遣
ノ
事

　

五
、�

本
講
習
會
ハ
主
ト
シ
テ
各
神
社
ノ
本
舞
奉
奏
奉
仕
者
ヲ
指
導
ス
ベ
キ
者
ノ
養
成
ヲ
目
的
ト
セ
ル
モ
ノ
ナ
ル
モ
事
情
ニ
依
リ
必
シ

モ
指
導
者
タ
ラ
ズ
シ
テ
直
接
各
神
社
ニ
於
テ
奉
奏
奉
仕
者
タ
ラ
ム
ト
ス
ル
（
譬
ヘ
バ
舞
女
ノ
如
キ
）
者
ノ
参
加
モ
妨
ゲ
ザ
ル
モ

ノ
ト
ス

　

六
、�

受
講
者
ノ
募
集
方
法
、
受
講
者
講
習
中
の
諸
經
費
、
講
習
會
開
催
ニ
關
ス
ル
會
場
ノ
決
定
等
ニ
關
シ
テ
ハ
各
神
社
、
各
府
縣
神

職
會
等
ニ
於
テ
適
宜
協
議
議
決
決
定
ノ
事

　

七
、�

本
講
習
會
ノ
修
了
者
ニ
シ
テ
各
地
に
於
テ
本
舞
ノ
指
導
者
ト
シ
テ
適
任
者
ト
認
メ
タ
ル
者
ニ
對
シ
テ
ハ
本
部
ヨ
リ
認
定
證
ヲ
交

付
ス�

以
上

　

昭
和
十
五
年
七
月

皇
典
講
究
所

全
國
神
職
會
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奉
祝
神
楽
舞
要
項
の
第
一
、二
項
な
ど
に
よ
っ
て
、
全
国
各
地
で
講
習
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
こ

の
要
項
の
決
定
と
共
に
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
は
、全
国
各
地
に
お
い
て
行
う
浦
安
の
舞
指
導
者
講
習
会
の
講
師
を
養
成
す
る
た
め
、

そ
の
講
師
を
神
社
音
楽
協
会
関
係
者
よ
り
適
任
者
二
十
名
を
選
抜
し
た
。
そ
し
て
昭
和
十
五
年
七
月
二
十
日
よ
り
講
習
会
が
始
ま
っ
た

の
で
あ
る（
（1
（

。

　

特
に
着
目
す
べ
き
は
、
奉
奏
指
導
者
講
習
会
要
項
の
第
一
項
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
、
皇
典
講
究
所
主
催
の
講
習
会
は
、
基
本

的
に
は
、
浦
安
の
舞
の
舞
女
に
直
接
指
導
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
全
国
神
職
会
に
委
嘱
し
、
神
職
や
楽
師
が
選
定
推
薦
さ
れ
講
習
会
に

参
加
し
、
終
了
し
た
後
に
各
神
社
で
舞
女
に
指
導
す
る
形
式
を
取
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
皇
典
講
究
所
・
全
国
神
職
会
は
、
地
方
講
習
会
開
催
に
あ
た
っ
て
、
舞
の
普
及
方
法
と
し
て
曲
譜
の
印
刷
や
解
説
・
奉
奏
実

施
に
関
す
る
説
明
書
を
作
製
し
て
い
る
。
更
に
舞
の
練
習
と
普
及
用
と
し
て
「
レ
コ
ー
ド
」
の
製
作
等
を
行
っ
た（
（1
（

。
そ
し
て
、
皇
典
講

究
所
並
び
に
全
国
神
職
会
連
名
を
以
っ
て
各
道
府
県
神
職
会
及
皇
典
講
究
所
分
所
宛
協
力
方
通
牒（
（1
（

を
発
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
内
閣
紀

元
二
千
六
百
年
祝
典
事
務
局
は
内
務
省
神
社
局
長
に
対
し
て
本
舞
奉
奏
普
及
方
に
つ
い
て
全
国
関
係
道
府
県
知
事
宛
の
手
配
方
を
依
頼

す
る
等
の
地
方
講
習
開
催
へ
対
応
し
た
の
で
あ
る（
（1
（

。

　

各
地
方
に
お
い
て
は
、
道
府
県
社
寺
課
・
神
職
会
・
皇
典
講
究
所
分
所
等
が
協
議
し
て
講
習
会
場
の
決
定
や
受
講
者
の
選
考
な
ど
を

行
い
、
ま
た
中
央
か
ら
は
、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
囑
託
の
講
師
を
各
地
に
分
遣
し
て
、
八
月
三
日
か
ら
九
月
二
十
八
日
ま
で
の
期

間
で
、
全
国
各
地
方
指
導
員
養
成
を
目
的
と
す
る
地
方
講
習
会
を
行
っ
た
。
そ
の
実
施
状
況
は
、
次
の
表
の
如
く
で
あ
る
。
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表 1　講習会実施状況

大
社
町

松
山
市

名
古
屋
市

仙
台
市

長
野
市

奈
良

福
岡

台
北
市

開
催
地

鳥
取
県�

島
根
県�

岡
山
県�

広
島
県�

山
口
県

徳
島
県�

香
川
県�

愛
媛
県�

高
知
県

三
重
県�

愛
知
県�

岐
阜
県�

静
岡
県

宮
城
県�

福
島
県�

岩
手
県�

青
森
県�

山
形
県�

秋
田
県

長
野
県�

新
潟
県

奈
良
県�

和
歌
山
県�

京
都
府�

滋
賀
県

長
崎
県�

福
岡
県�

大
分
県�
佐
賀
県

台
湾 所

属
府
県

第
二
期

第
二
期

第
二
期�

自
八
月
二
十
三
日�

至
九
月
一
日

第
一
期

第
一
期

第
一
期

第
一
期

第
一
期　

�

自
八
月
十
日�

至
八
月
二
十
日

期
日

大
社
町�

大
社
國
學
館

松
山
市�

県
社
石
鎚
神
社
参
籠
所

名
古
屋
市
熱
田
区
商
倉�

愛
知
國
學
院

仙
台
市�

宮
城
県
神
職
会

長
野
市�

城
山
小
学
校

奈
良
県
磯
城
郡
三
輪
町�

官
幣
大
社�

大
神
神
社
大
禮
記
念
館

福
岡
県
宗
像
郡
田
島
村�

官
幣
大
社�

宗
像
神
社
清
明
殿

台
北
市
瀧
口
町�

女
子
高
等
女
学
院

会
場

一
二
一
名

七
一
名

一
〇
五
名

七
四
名

七
九
名

九
六
名

一
七
二
名

一
二
〇
名

受
講
者

豊
昇
三�

堀
川
佐
一
郎�

山
田
清
春

山
尾
繁
太
郎�

岡
實�

豊
雄
秋

多
忠
龍�

村
田
嘉
雄

多
忠
龍�

豊
雄
秋�

嶋
重
治

豊
昇
三�

浅
井
忠
信�

岡
武
雄

山
尾
繁
太
郎�

薗
廣
茂�

岡
實�

（
堀
川
佐
一
郎
）

葦
津
國
彦�

多
忠
紀�

林
多
美
夫�

東
儀
文
盛

多
久
元�

村
田
嘉
雄�

多
静

講
師
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表 1　講習会実施状況（つづき）

東
京
市

札
幌
市

京
城

東
京
市

宮
崎
市

金
沢
市

神
戸
市

開
催
地

東
京
市

北
海
道�

樺
太

朝
鮮�

満
州
国�

中
華
民
国

東
京
府�

神
奈
川
県�

埼
玉
県�

群
馬
県�

千
葉
県�

茨
城
県�

栃
木
県�

山
梨
県

熊
本
県�
宮
城
県�
鹿
児
島
県�

沖
縄
県

福
井
県�

石
川
県�

富
山
県

兵
庫
県�

大
阪
府

所
属
府
県

自
九
月
二
十
五
日�

至
九
月
二
十
八
日

第
三
期�

自
九
月
五
日�

至
九
月
十
四
日

第
二
期

第
二
期

第
二
期

第
二
期

第
二
期

期
日

神
田
区�

千
櫻
小
学
校
講
堂

�

渋
谷
区
若
木
町�

皇
典
講
究
所

札
幌
市�

官
幣
大
社�

札
幌
神
社

京
城�
官
幣
大
社�
朝
鮮
神
宮

渋
谷
区
若
木
町�

國
學
院
大
學
講
堂

宮
城
市�

宮
崎
中
学
校

金
沢
市

神
戸
市�

官
幣
大
社�

生
田
神
社

会
場

三
六
三
名

五
〇
名

五
九
名

一
〇
五
名

一
二
四
名

九
一
名

七
三
名

受
講
者

薗
廣
茂�

豊
昇
三�

豊
雄
秋�

林
多
美
夫�

多
忠
紀�

岡
實�

東
儀
博�

村
田
嘉
雄�

山
田
清
春�

多
静�

松
浦
彦
操�
多
忠
朝�
岡
武
雄

多
忠
龍�

山
尾
繁
太
郎

東
儀
文
盛�

薗
廣
茂

多
忠
龍�

浅
井
忠
信�

東
儀
博�

村
田
嘉
雄

薗
廣
重�

東
儀
文
盛

浅
井
忠
信�

岡
武
雄�

松
浦
彦
操

嶋
重
治�

多
久
元�

多
静

講
師
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以
上
の
よ
う
に
、
講
師
は
各
期
に
分
散
し
て
、
大
体
十
日
間
程
度
の
会
期
を
以
っ
て
指
導
に
あ
た
っ
た
。
し
か
し
、
浦
安
の
舞
に
対
す

る
全
国
各
地
の
期
待
は
予
想
以
上
だ
っ
た
よ
う
で
、
各
地
受
講
者
が
多
く
、
講
師
が
不
足
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
や
む
な
く

第
一
期
・
第
二
期
・
第
三
期
と
区
別
し
て
行
っ
た（
（1
（

。
本
講
習
会
に
お
け
る
受
講
者
は
前
表
か
ら
み
え
る
よ
う
に
東
京
を
最
高
と
し
て
総
数

千
七
百
名
以
上
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
講
習
会
修
了
者
に
は
十
月
一
日
付
を
以
っ
て
浦
安
の
舞
指
導
者
證
書
が
授
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
浦
安
の
舞
は
、
全
国
規
模
で
国
家
的
事
業
と
し
て
制
作
普
及
さ
れ
、
多
く
の
神
社
で
舞
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　

浦
安
の
舞
が
い
か
に
三
ヶ
月
と
い
う
短
い
期
間
の
中
で
全
国
に
お
い
て
奉
奏
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
の
か
、『
紀
元
二
千
六
百
年

奉
祝
神
楽
舞
奉
奏
普
及
方
要
項
』
の
内
容
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
　
　

二
、
浦
安
の
舞
制
定
の
経
緯

　

浦
安
の
舞
が
制
作
さ
れ
る
ま
で
に
あ
た
っ
て
の
上
申
書
等
の
資
料
や
映
像
は
、『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』
と
い
う
書
籍
と
昭

和
十
五
年
に
社
団
法
人
日
本
映
画
社
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
『
紀
元
二
千
六
百
年 

祝
典
映
画 

天
業
奉
頌
』
と
い
う
五
十
六
分
間
の
モ

ノ
ク
ロ
ー
ム
映
画
に
よ
っ
て
公
式
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
制
定
ま
で
の
経
緯
を
こ
こ
で
は
考
察
す
る
。

　

前
に
述
べ
た
通
り
、
紀
元
二
千
六
百
年
を
記
念
し
て
、
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
日
に
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
式
典
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
記
念
の
奉
祝
式
典
で
「
我
が
國
ノ
眞
ノ
傳
統
ニ
立
脚
シ
且
ツ
此
ノ
佳
年
ヲ
奉
祝
ス
ル
ニ
相
應
シ
キ
神
社
音
樂
ヲ
創
定
普
及
ス
ル
コ
ト

ノ
意
義
大
ナ
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
鑑
ミ
、
之
ガ
計
畫
ニ
就
キ
考
慮
ス
ル
ト
コ
ロ
ア
リ
タ
リ
。」
と
し
て
舞
が
制
作
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た

の
で
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
よ
り
数
年
前
の
昭
和
七
年
に
神
社
音
楽
の
振
興
を
目
指
し
て
、
多
忠
朝
が
『
神
社
音
楽
協
会
』
と
い
う
団
体

を
設
立
し
、
初
代
会
長
に
就
任
し
て
い
た
。
多
忠
朝
は
、
神
社
音
楽
の
振
興
を
企
画
し
て
お
り（
（1
（

、
昭
和
十
四
年
一
月
に
な
っ
て
、
紀
元

二
千
六
百
年
奉
祝
会
に
対
し
て
記
念
事
業
と
し
て
神
楽
舞
制
定
の
請
願
を
し
た
。
そ
し
て
、
同
年
七
月
十
六
日
に
「
紀
元
二
千
六
百

年
奉
祝
神
前
神
楽
舞
制
定
上
申
趣
旨（
（1
（

」
が
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
は
、
内
閣
紀
元
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二
千
六
百
年
祝
典
事
務
局
・
宮
内
省
・
内
務
省
等
関
係
官
庁
と
協
議
し
、
神
社
音
楽
協
会
に
神
前
神
楽
舞
制
定
を
依
頼
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。
そ
し
て
、
作
曲
振
付
は
、
宮
内
省
楽
長
の
多
忠
朝
、
普
及
・
実
施
に
つ
い
て
は
、
皇
典
講
究
所
及
全
国
神
職
会
に
委
嘱
す
る

運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る（
（1
（

。
こ
の
手
続
き
は
、
同
じ
く
昭
和
十
五
年
七
月
十
六
日
に
執
り
行
わ
れ
た（
（1
（

。
更
に
同
日
、
皇
典
講
究
所
及
全

国
神
職
会
の
協
議
の
末
「
計
画
概
要
案
及
予
算
案
」
が
皇
典
講
究
所
長
の
佐
佐
木
行
忠
か
ら
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
長
の
近
衛
文
麿

へ
提
出
さ
れ
、
普
及
方
法
の
手
立
て
が
仕
上
が
っ
て
い
っ
た
。

　

浦
安
の
舞
で
使
用
さ
れ
る
音
楽
の
歌
詞
は
、
昭
和
八
年
に
歌
御
会
始
に
お
い
て
「
朝
海
」
の
御
題
に
て
詠
ま
れ
た
昭
和
天
皇
御
製
の�

「
天
地
の
神
に
そ
い
の
る
朝
な
き
の
う
み
の
こ
と
く
に
波
た
た
ぬ
世
を
」
と
い
う
歌
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
歌
を
拝
用
す
る
た

め
に
昭
和
十
五
年
七
月
二
十
六
日
に
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
長
の
近
衛
文
麿
が
御
製
拝
用
許
可
を
申
請
し
、
同
年
八
月
三
日
に
宮
内

大
臣
の
松
平
恒
雄
か
ら
承
認
さ
れ
る
と
い
っ
た
手
続
き
が
と
ら
れ
た（
（1
（

。

　

こ
う
し
て
昭
和
十
五
年
十
一
月
十
日
の
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
式
典
当
日
の
奉
祝
臨
時
祭
典
で
舞
わ
れ
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
浦
安
の

舞
が
完
成
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
歌
曲
は
荘
重
典
雅
で
、
演
舞
も
優
美
典
麗
で
あ
り
関
係
者
に
好
評
で
あ
っ
た
と
記
録
に
残
っ
て
い
る（
（2
（

。

　
　
　

三
、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
臨
時
祭
典

　

式
典
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
政
府
は
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
の
意
義
を
極
め
て
重
大
な
も
の
と
考
え
、
国
家
的
な
行
事
と
す
る
た

め
、
公
的
に
様
々
な
機
関
が
設
置
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
昭
和
十
年
十
月
、
内
閣
に
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
準
備
委
員
会
が
置
か
れ
た
が
、
そ
の
主
な
業
務
内
容
は
、
祝
典
そ
の
も
の

の
他
に
奉
祝
事
業
の
準
備
連
絡
・
調
査
審
議
で
あ
っ
た
。
続
い
て
、
翌
十
一
年
七
月
に
は
、
官
制
を
も
っ
て
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
評

議
委
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
中
に
準
備
委
員
会
を
設
け
て
、
祝
典
及
各
種
奉
祝
記
念
事
業
に
関
し
て
重
要
事
項
の
調
査
審
議
を
行
っ
た
。

ま
た
、
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
評
議
委
員
会
と
は
別
に
、
内
閣
に
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
事
務
局（
（2
（

を
設
置
し
て
、
官
庁
事
務
の
中
心
と
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し
て
事
項
の
統
轄
を
行
う
よ
う
に
命
じ
た
。
更
に
昭
和
十
二
年
四
月
、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会（

（2
（

を
設
立
し
、「
官
民
協
力
擧
國
一
致

ノ
體
制
下
二
國
家
的
記
念
事
業
ノ
施
行
ニ
當
ル
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
同
年
七
月
組
織
を
財
団
法
人
と
し
た
。

　

こ
の
三
機
関
は
、
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
に
関
す
る
国
家
的
事
務
執
行
の
中
核
と
な
っ
て
お
り
、
職
分
が
別
で
あ
っ
た
と
し
て
も
密

接
に
連
携
し
、
い
わ
ゆ
る
三
位
一
体
の
如
く
任
務
の
奉
行
に
最
善
を
尽
く
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た（
（2
（

。

　

十
一
月
十
日
、
こ
の
日
は
、
昭
和
三
年
に
昭
和
天
皇
が
即
位
し
、
大
礼
が
行
わ
れ
た
記
念
の
日
で
あ
っ
た
。「
此
ノ
佳
キ
日
ヲ
以
テ

紀
元
二
千
六
百
年
式
典
舉
行
ノ
日
ト
爲
シ
、
翌
十
一
日
ヲ
以
テ
奉
祝
會
開
催
ノ
日
ト
定
メ
ラ
レ
タ
ル
ハ
洵
ニ
故
ア
リ
ト
謂
フ
ベ
シ（
（2
（

。」 

と
し
て
十
一
月
十
日
に
式
典
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
奉
祝
式
典
に
つ
い
て
は
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』
と
『
天
業
奉
頌
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。

　

奉
祝
式
典
当
日
の
奏
楽
に
関
し
て
は
、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
が
昭
和
十
五
年
五
月
六
日
に
多
忠
朝
、
山
田
耕
作
、
信
時
潔
（
東

京
音
楽
学
校
講
師
）、
内
藤
清
五
（
海
軍
軍
楽
隊
東
京
遣
隊
長
）、
大
沼
哲
（
陸
軍
戸
山
学
校
軍
楽
隊
長
）、
太
田
太
郎
（
日
本
放
送
協

会
洋
楽
課
長
）、
子
爵
京
極
高
鋭
（
内
閣
情
報
部
委
託
）
が
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
の
会
議
室
に
集
ま
り
、
奏
楽
は
古
典
舞
楽
及
び

管
弦
楽
ま
た
は
吹
奏
楽
を
演
奏
す
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
演
奏
方
法
や
演
奏
曲
目
な
ど
を
協
議
し
て
い
る
。

　

そ
の
会
議
で
は
、
式
典
で
の
奏
楽
時
間
は
、
三
十
分
程
度
が
適
当
だ
と
し
て
、
舞
楽
の
所
要
時
間
十
二
分
、
吹
奏
楽
は
一
曲
五
～
六

分
程
度
の
も
の
を
三
曲
程
度
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た（
（2
（

。
し
か
し
、
吹
奏
楽
の
曲
目
に
関
し
て
、
諸
外
国
か
ら
の
寄
贈
さ

れ
た
奉
祝
交
響
曲
が
演
奏
不
可
能
で
あ
っ
た
り
、
曲
譜
が
未
到
着
で
あ
っ
た
り
、
演
奏
方
法
が
不
明
で
あ
っ
た
り
と
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発

し
た
た
め
、
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
式
典
当
日
の
演
奏
を
予
定
し
て
山
田
耕
作
、
内
藤
清
五
、
信
時
潔
ら
に
「
奉
祝
讃

歌
」
の
作
曲
を
急
遽
依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ（
（2
（

。

　

舞
楽
に
関
し
て
は
、
当
初
「
浦
安
の
舞
」
の
演
舞
を
予
定
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
舞
台
そ
の
他
の
関
係
に
よ
っ
て
実
施

不
可
能
と
判
断
さ
れ
た
。
そ
れ
で
は
、
何
を
演
舞
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
の
意
義
に
鑑
み
て
、「
我
ガ
國
傳
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統
文
化
ニ
シ
テ
悠
久
ナ
ル
我
ガ
光
輝
ア
ル
國
體
ヲ
表
象
ス
ル
音
樂
ト
シ
テ
一
千
年
来
宮
内
省
ニ
保
存
セ
ラ
レ
タ
ル
雅
楽
ニ
新
生
命
ヲ
與

へ
、
演
奏
ス
ル
コ
ト
ト
決
シ
」
と
い
う
理
由
で
、
こ
れ
ま
た
新
た
に
「
悠
久
」
と
い
う
名
の
奉
祝
舞
楽
を
制
作
し
、
披
露
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
悠
久
」
の
舞
曲
の
作
曲
・
振
付
は
、
昭
和
十
五
年
六
月
二
十
五
日
に
宮
内
省
に
依
頼
さ
れ
て
、
制
定
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
演
奏
及
演
技
等
全
て
を
宮
内
省
楽
部
に
委
嘱
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
次
か
ら
、
社
会
情
勢
や
神
社
界
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
近
代
の
神
社
音
楽
と
雅
楽
の
歴
史
的
背
景
と

「
浦
安
の
舞
」
制
作
の
ね
ら
い
の
検
討
を
試
み
た
い
。

　
　
　

四
、『
紀
元
二
千
六
百
年
』
の
神
社
音
楽
と
雅
楽
界
の
状
況

　

音
楽
学
者
の
寺
内
直
子
は
、『
紀
元
二
千
六
百
年
』
当
時
の
雅
楽
界
の
動
き
に
関
す
る
具
体
的
な
事
例
と
し
て
浦
安
の
舞
を
取
り
上

げ
て
い
る（
（2
（

。

　

寺
内
は
、
楽
部
の
楽
師
の
人
数
は
江
戸
時
代
か
ら
年
々
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
目
を
演
じ
る
際
に
必
ず
し
も
十
分
な

人
数
で
は
な
い
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。「
た
と
え
ば
、
春
秋
の
公
開
演
奏
会
で
は
、
は
じ
め
に
管
絃
、
朗
詠
な
ど
を
演
じ
る
。
管
絃
は

通
常
、
管
楽
器
各
三
名
、
絃
楽
器
各
二
名
、
打
楽
器
各
一
名
で
演
奏
さ
れ
、
計
十
六
名
が
出
演
す
る
。 

舞
楽
は
、
管
楽
器
各
五
人
程
度

と
打
楽
器
各
一
名
の
計
十
八
名
程
度
が
最
大
で
管
方
（
伴
奏
者
）
と
し
て
必
要
と
な
り
、
残
り
が
左
右
の
舞
人
と
な
る
。
舞
人
の
人
数

が
多
い
平
舞
を
演
じ
る
場
合
は
、
管
方
に
五
人
を
確
保
す
る
の
は
難
し
く
な
る
。
宮
中
晩
餐
会
な
ど
で
は
、
さ
ら
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演

奏
も
あ
る
。
一
人
が
楽
器
や
舞
を
何
役
も
こ
な
し
、
そ
れ
に
伴
う
装
束
の
着
替
え
も
行
う
、
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
の
で
あ
る
。（
中

略
）
民
主
的
な
社
会
の
職
業
選
択
の
自
由
に
よ
り
、
楽
師
に
は
誰
で
も
応
募
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
楽
師
の
子
孫
た
ち
の

他
道
へ
の
進
出
を
広
く
認
め
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
ま
た
、
音
楽
活
動
上
の
理
由
か
ら
宮
内
庁
を
辞
職
す
る
人
も
い
る
。
現
在
で
も
な

お
宮
内
庁
外
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
制
約
が
厳
し
い
た
め
、
よ
り
自
由
な
演
奏
活
動
、
創
作
活
動
を
目
指
す
人
は
、
宮
内
庁
を
辞
め
る（

（2
（

。」
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つ
ま
り
、
寺
内
に
よ
る
と
明
治
以
降
、
雅
楽
界
の
状
況
は
人
員
的
に
も
厳
し
く
、
音
楽
活
動
に
つ
い
て
も
厳
格
な
姿
勢
が
貫
か
れ
て

い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
塚
原
康
子
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
昭
和
六
年
の
第
五
十
九
回
帝
国
議
会
予
算
委
員
会
第
三
分
科
会
で
は
、
貴
族
院
議
員
の
千

秋
季
隆
が
、
雅
楽
の
伝
承
自
体
の
継
承
・
活
性
化
等
に
つ
い
て
文
部
大
臣
・
田
中
隆
三
に
意
見
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る（
（3
（

。
当
時
、
西
洋
音
楽
が
入
っ
て
お
り
、
楽
家
も
西
洋
音
楽
に
乗
り
換
え
る
こ
と
が
多
発
し
て
い
た
。
千
秋
は
、
こ
の
状
況
に
雅

楽
の
消
滅
を
危
惧
し
、
東
京
音
楽
学
校
で
の
保
存
等
を
文
部
大
臣
に
打
診
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
由
緒
あ
る

雅
楽
を
保
存
す
る
た
め
国
家
の
援
助
が
必
要
と
い
う
点
で
は
、
認
識
が
共
有
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

雅
楽
は
長
い
間
、
一
部
の
閉
ざ
さ
れ
た
世
界
の
儀
式
音
楽
、
遊
興
の
音
楽
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
が
、
近
代
以
降
は
、
よ
り
広
い

範
囲
の
人
々
に
聴
か
れ
る
た
め
の
芸
術
音
楽
と
し
て
の
発
展
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
雅
楽
が
自
ら
「
社
会
に
向�

か
っ
て
呼
び
か
け
る
こ
と
」
を
奨
励
し
た
こ
と
に
は
、
宮
内
省
楽
部
の
抱
え
て
い
た
問
題
や
、
西
洋
音
楽
の
隆
盛
に
対
し
て
雅
楽
を
憂

慮
す
る
楽
人
た
ち
の
危
機
感
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
寺
内
に
よ
る
研
究
で
明
ら
か
と
な
っ
た（
（3
（

。

　

こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
式
典
に
準
じ
た
臨
時
祭
典
は
、
こ
の
よ
う
な
激
動
の
時
代
の
最
中
に
あ
っ
た
雅
楽
界

の
過
渡
期
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　

五
、
多
忠
朝
の
ね
ら
い
と
浦
安
の
舞
実
施
率

　

浦
安
の
舞
が
多
忠
朝
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
ね
ら
い
に
つ
い
て
は
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』
に
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

而
シ
テ
本
神
樂
舞
ノ
作
曲
竝
ニ
作
舞
ヲ
擔
當
セ
ル
多
忠
朝
ハ
既
ニ
昭
和
十
四
年
ヨ
リ
之
ガ
研
究
ニ
着
手
シ
オ
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ

テ
、
日
本
古
樂
タ
ル
純
正
ノ
神
樂
舞
ヲ
復
興
シ
、
本
神
樂
舞
ノ
制
定
ヲ
契
機
ト
シ
テ
、
一
般
神
社
ニ
於
ケ
ル
奏
樂
ノ
調
整
振
興
ニ

資
ス
ル
ト
コ
ロ
ア
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
シ
、
之
ニ
好
適
ノ
モ
ノ
ヲ
得
ン
コ
ト
ヲ
望
ミ
テ
、
關
係
方
面
權
威
者
ノ
援
助
ノ
下
ニ
、
齋
戒
沐
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浴
研
究
考
證
ヲ
重
ネ
作
曲
作
舞
ヲ
完
了
シ
タ
ル
ガ
、
歌
曲
荘
重
典
雅
ニ
シ
テ
演
舞
亦
優
美
典
麗
、
関
係
者
ノ
好
評
ヲ
得
タ
リ
。

　

つ
ま
り
、
昭
和
十
四
年
か
ら
多
忠
朝
は
「
日
本
古
樂
タ
ル
純
正
ノ
神
樂
舞
ヲ
復
興
シ
、
本
神
樂
舞
ノ
制
定
ヲ
契
機
ト
シ
テ
、
一
般
神

社
ニ
於
ケ
ル
奏
樂
ノ
調
整
振
興
」
の
た
め
に
研
究
を
始
め
て
い
た
。

　

実
際
に
、
多
忠
朝
も
「
然
る
に
世
は
正
に
文
化
の
頂
点
に
あ
る
と
云
ふ
今
日
、
邦
楽
に
洋
楽
に
所
謂
大
衆
音
楽
に
関
し
て
は
官
民
挙

げ
て
の
努
力
は
空
し
か
ら
ず
し
て
現
在
の
隆
盛
を
導
く
に
至
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
神
社
音
楽
に
関
し
て
は
、
官
民
共
に
顧
慮
す
る

と
こ
ろ
な
く
些
細
の
経
費
も
労
力
も
惜
し
ま
れ
た
る
結
果
は
進
歩
発
展
の
影
薄
く
極
め
て
低
級
に
歩
を
止
め
十
年
前
も
甘
年
前
も
殆
ど

変
り
な
き
状
態
に
継
続
さ
れ
て
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。」「
祭
祀
楽
は
勿
論
の
こ
と
、
神
社
音
楽
の
一
切
を
こ
の
儘
に
放
任
経
過
す
べ
き

も
の
な
る
や
否
や
、
こ
れ
に
関
し
て
未
だ
に
神
社
行
政
機
関
に
於
い
て
も
一
片
の
言
及
せ
ら
れ
ざ
る
は
不
可
解
と
す
べ
く
私
は
何
時
ま

で
も
世
間
の
没
交
渉
の
地
位
に
置
き
放
任
す
る
こ
と
は
神
社
の
権
威
に
関
係
を
及
ぼ
す
も
の
に
て
、
今
日
音
楽
に
理
解
あ
り
事
理
を
弁

へ
る
官
民
相
互
の
責
任
上
等
閑
に
附
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
へ
る
の
で
あ
り
ま
す（
（3
（

。」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
神
社

音
楽
の
状
況
を
憂
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
打
開
策
と
し
た
の
が
神
前
神
楽
舞
の
制
定
な
の
だ
と
推
測
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
式
典
で
浦

安
の
舞
が
制
作
さ
れ
た
の
は
、
当
時
の
神
社
音
楽
の
危
機
的
状
況
が
背
景
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

昭
和
十
五
年
十
一
月
十
日
の
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
式
典
当
日
、
多
く
の
神
社
は
、
臨
時
祭
典
を
中
祭
に
準
じ
て
行
っ
て
い
た
。
こ

れ
は
、
十
月
十
四
日
に
内
務
大
臣
が
官
国
幣
社
の
祭
式
及
び
祝
詞
を
決
定
し
、
各
地
方
長
官
に
訓
令
し
、
府
県
社
以
下
の
神
社
に
お
い

て
も
こ
れ
に
準
ず
べ
き
こ
と
を
通
達
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
っ
た（
（3
（

。

　

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
式
典
の
当
日
、
全
国
の
神
社
で
の
浦
安
の
舞
の
実
施
率
は
、
官
幣
大
社
六
十
五
社
中
四
十
一
社
、
國
幣
大
社

六
社
中
二
社
、
官
幣
中
社
二
十
三
社
中
十
一
社
、
國
幣
中
社
四
十
七
社
中
三
十
三
社
、
官
幣
小
社
五
社
中
三
社
、
國
幣
小
社
五
十
社
中

二
十
四
社
、
別
格
官
幣
社
二
十
八
社
中
九
社
と
約
五
十
五
パ
ー
セ
ン
ト（
（3
（

の
神
社
で
一
斉
奉
奏
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る（

（3
（

。
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そ
れ
で
は
、
実
施
し
た
こ
れ
ら
の
神
社
名
を
具
体
的
に
見
て
み
よ
う
。
十
一
月
十
日
の
奉
祝
臨
時
祭
典
で
の
浦
安
の
舞
を
奉
奏
し
た

の
は
『
紀
元
二
千
六
百
年
式
典
記
録
』
の
祭
典
執
行
状
況
の
神
賑
の
概
要
の
欄
に
、
網
羅
的
に
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

下
記
の
神
社
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
神
社
名
は
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』
に
準
ず
る
こ
と
と
す
る
）。

　

賀
茂
別
雷
神
社
、
賀
茂
御
祖
神
社
、
石
清
水
八
幡
宮
、
松
尾
神
社
、
稲
荷
神
社
、
大
神
神
社
、
春
日
神
社
、
廣
瀬
神
社
、
龍
田
神
社
、

枚
岡
神
社
、
住
吉
神
社
、
生
國
魂
神
社
、
廣
田
神
社
、
氷
川
神
社
（
埼
玉
県
大
宮
市
）、
安
房
神
社
、
香
取
神
社
、
鹿
島
神
宮
、
三
島

神
社
、
日
吉
神
社
、
出
雲
大
社
、
宇
佐
神
宮
、
霧
島
神
社
、
香
椎
宮
、
宮
崎
神
宮
、
橿
原
神
宮
、
氣
比
神
宮
、
鹿
兒
島
神
社
、
鵜
戸
神
宮
、

浅
間
神
社
、
建
部
神
社
、
札
幌
神
社
、
宗
像
神
社
（
邊
津
宮
、
中
津
宮
、
沖
津
宮
）、
臺
灣
神
社
、
樺
太
神
社
、
多
賀
神
社
、
筥
崎
宮
、

日
枝
神
社
（
東
京
都
東
京
市
）、
諏
訪
神
社
、
明
治
神
宮
、
朝
鮮
神
宮
、
南
洋
神
社
、
高
良
神
社
、
熊
野
神
社
、
井
伊
谷
宮
、
貴
船
神
社
、

金
鑽
神
社
、
金
崎
宮
、
生
田
神
社
、
長
田
神
社
、
海
神
社
、
吉
備
津
神
社
、
御
上
神
社
、
臺
南
神
社
、
坐
摩
神
社
、
浅
間
神
社
（
山
梨

県
東
八
代
郡
）
寒
川
神
社
、
玉
前
神
社
、
貫
前
神
社
、
二
荒
山
神
社
（
栃
木
県
上
都
賀
郡
）、
二
荒
山
神
社
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）、
都
々

古
別
神
社
、
志
波
彦
神
社
並
び
に
鹽
竈
神
社
、
大
物
忌
神
社
、
若
狭
彦
神
社
、
射
水
神
社
、
彌
彦
神
社
、
出
石
神
社
、
宇
倍
神
社
、
中

山
神
社
、
安
仁
神
社
、
忌
部
神
社
、
大
麻
比
古
神
社
、
田
村
神
社
、
土
佐
神
社
、
住
吉
神
社
（
長
崎
県
壱
岐
郡
）、
金
刀
比
羅
宮
、
大

洗
磯
前
神
社
、
新
田
神
社
、
都
々
古
別
神
社
、
函
館
八
幡
宮
、
生
島
足
島
神
社
、
伊
和
神
社
、
眞
清
田
神
社
、
白
山
比
咩
神
社
、
諏
訪

神
社
（
長
崎
県
長
崎
市
）、
速
谷
神
社
、
伊
曾
乃
神
社
、
大
國
魂
神
社
、
竈
門
神
社
、
住
吉
神
社
（
福
岡
県
福
岡
市
）、
砥
鹿
神
社
、
小

國
神
社
、
水
無
神
社
、
駒
形
神
社
、
大
神
山
神
社
、
日
御
碕
神
社
、
都
農
神
社
、
枚
聞
神
社
、
神
部
神
社
並
び
に
浅
間
神
社
並
び
に
大

歳
御
祖
神
社
、
戸
隠
神
社
、
菅
生
石
部
神
社
、
須
佐
神
社
（
島
根
県
飯
石
郡
）、
忌
宮
神
社
、
柞
原
八
幡
宮
、
高
瀬
神
社
、
箱
根
神
社
、

吉
備
津
神
社
、
京
城
神
社
、
龍
頭
山
神
社
、
結
城
神
社
、
大
邱
神
社
、
平
壌
神
社
、
伊
奈
波
神
社
、
倭
文
神
社
、
湊
川
神
社
、
藤
島
神

社
、
常
磐
神
社
、
靖
國
神
社
、
靈
山
神
社
、
東
照
宮
（
静
岡
県
静
岡
市
）、
四
条
畷
神
社
、
尾
山
神
社

　

以
上
の
神
社
名
か
ら
、
日
本
の
北
か
ら
南
ま
で
奉
奏
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
当
時
、
日
本
が
併
合
、
統
治
し
て
い
た
地
域
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も
含
め
、
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
に
一
斉
に
全
国
の
神
社
で
舞
わ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
こ
れ
ま
で
の
神
楽
の
歴
史
を
見
て
も
特
異
的
で
あ

る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
現
在
で
も
都
市
か
ら
地
方
ま
で
多
く
の
神
社
で
浦
安
の
舞
が
舞
わ
れ
て
い
る
現
状
を
考
慮
す
る
と
「
楽
」
と
し

て
浦
安
の
舞
は
、
神
社
界
に
と
っ
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
推
論
で
き
、
神
社
音
楽
の
状
況
を
憂
い
て
い
た
多
忠
朝
の
念
願
は
、

課
題
は
残
る
も
の
の
、
こ
の
時
叶
え
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
　
　

六
、
衣
裳
の
規
定

　

ま
た
、『
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
神
楽
舞
奉
奏
普
及
方
要
項
』
の
奉
祝
神
楽
舞
要
項
の
第
五
項
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
国
規
模
で

実
施
す
る
た
め
に
は
、
衣
裳
の
規
程
も
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
浦
安
の
舞
の
衣
裳
規
程
は
特
徴
的
で
あ
り
、
制
作
の
意
図
と
深
く
関
係
し

て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
。

　

浦
安
の
舞
で
舞
姫
の
着
用
す
る
衣
裳
の
規
程
は
、
奉
祝
式
典
の
準
備
段
階
で
「『
浦
安
の
舞
』
ノ
衣
裳
ニ
就
テ
」
に
お
い
て
定
め
ら

れ
て
い
る
。

　

衣
裳
の
規
程
の
概
要
で
あ
る
が
、「
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
會
ニ
於
テ
ハ
『
浦
安
の
舞
』
ノ
衣
裳
ノ
標
準
型
三
種
ヲ
制
定
シ
タ
。
新

規
ニ
衣
裳
ヲ
調
製
サ
レ
ル
向
キ
ニ
於
テ
ハ
、
コ
ノ
標
準
型
ニ
ヨ
ラ
レ
タ
イ
希
望
ヲ
有
シ
テ
ヰ
ル
ガ
、
在
来
ノ
神
樂
ノ
衣
裳
ノ
使
用
モ
少

シ
モ
差
支
ヘ
ナ
イ
ノ
デ
ア
ル
。
タ
ダ
在
来
ノ
神
樂
衣
裳
ニ
ハ
、
女
舞
ニ
、
男
ノ
衣
裳
タ
ル
狩
衣
ヲ
著
ス
ヤ
ウ
ナ
事
ガ
ア
ツ
タ
。
コ
レ
ハ
、

中
世
ニ
於
ケ
ル
舞
樂
ノ
衣
裳
ノ
混
亂
ガ
生
ン
ダ
誤
リ
デ
ア
ル
カ
ラ
正
シ
ク
シ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ナ
イ
ガ
、
女
子
用
ノ
衣
裳
デ
ア
ル
ナ
ラ
バ

何
等
差
支
ヒ
ナ
イ
ノ
デ
ア
ル（
（3
（

。」
と
い
う
こ
と
で
、
狩
衣
以
外
で
あ
れ
ば
、
存
外
自
由
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
標
準
型
三
種

と
い
う
の
は
、「
正
式
」「
略
式
」「
簡
易
」
の
こ
と
で
あ
り
、「
正
式
」
は
、
花
簪
・
長
髦
・
花
熨
斗
・
小
忌
衣
白
無
紗
仕
立
・
衵
表
固

地
綾
中
部
裏
付
・
単
固
地
・
袴
紅
精
好
仕
立
・
裳
紗
裾
濃
仕
立
・
檜
扇
六
色
錦
付
（
以
上
一
組
）
で
あ
る
。
こ
の
「
正
式
」
に
関
し
て
は
、

髙
田
義
男（
（3
（

 

が
一
切
の
衣
裳
の
考
案
制
作
を
行
い
、平
安
朝
形
式
の
も
の
（
女
房
装
束
に
近
い
も
の
）
に
し
た
と
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
略
式
は
、
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花
簪
・
長
髦
・
花
熨
斗
・
小
忌
衣
・
衵
・
単
・
緋
袴
・
檜
扇
（
以

上
一
組
）、「
簡
易
」
は
、
千
早
・
緋
袴
・
扇
（
以
上
一
組
）
だ（
（3
（

。

　
「
簡
易
」
に
お
け
る
、
千
早
に
つ
い
て
は
、
簡
単
に
制
作
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
縫
い
方
や
裁
断

に
つ
い
て
は
、
図
1
の
よ
う
に
直
線
的
で
単
純
な
造
り
に
な
っ

て
お
り
、
当
時
の
学
校
教
育
を
考
慮
す
る
と
多
く
の
子
供
が
簡

単
に
制
作
で
き
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
生
地
に
関
し
て
は
、

白
生
地
で
あ
れ
ば
よ
い
と
さ
れ
、
特
段
の
指
定
は
な
か
っ
た
。

こ
の
衣
裳
規
程
の
意
図
は
「
女
子
青
年
團
員
ガ
、
手
製
ノ
千
早

ヤ
袴
ヲ
作
ツ
テ
、
ソ
レ
ニ
ヨ
ツ
テ
、『
浦
安
の
舞
』
ヲ
奉
納
ス
ル

コ
ト
モ
意
義
深
イ
事
ト
思
フ
。
又
、
或
ル
地
方
デ
ハ
小
學
校
ノ

訓
導
ガ
、
指
導
シ
テ
コ
レ
ヲ
作
リ
、
小
學
校
ノ
女
生
徒
ガ
舞
フ

ヤ
ウ
ニ
準
備
シ
テ
ヰ
ル
所
モ
多
イ
。
白
生
地
ノ
場
合
ハ
、
ナ
ル

ベ
ク
、
菊
ノ
模
様
ヲ
緑
色
デ
描
キ
出
サ
レ
ル
ト
一
層
効
果
的
デ

ア
ル
。（
図
2
）」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

神
社
に
よ
っ
て
経
済
状
況
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
と
推
測�

で
き
、「
正
式
」
や
「
略
式
」
は
、
高
額
で
あ
っ
た
た
め
揃
え
る

こ
と
が
で
き
た
神
社
は
、
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
衣
裳
調
製
見
積
書
を
見
て
い
き
た
い
。

図 1　「『浦安の舞』ノ衣裳ニ就テ」　千早
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奉
祝
式
典
当
時
、
官
幣
大
社
で
あ
っ
た
宮
崎
神
宮
は
、
浦
安

の
舞
の
装
束
を
神
宮
徴
古
館
に
陳
列
す
る
た
め
納
方
を
髙
田
装

束
店
に
申
し
出
た
。
髙
田
装
束
店
よ
り
出
た
見
積
書
は
次
頁
の

如
く
で
あ
る
。

　

昭
和
十
五
年
の
大
学
令
に
依
る
大
学
卒
業
又
は
之
に
準
ず
る

事
務
者
の
平
均
給
与
が
七
五
円
、
中
学
校
令
に
依
る
中
学
校

卒
業
又
は
之
に
準
ず
る
者
の
平
均
給
与
が
四
二
円
、
小
学
校
令

に
依
る
尋
常
小
学
校
卒
業
又
は
之
に
準
ず
る
者
の
平
均
給
与
が

二
十
一
円
（「
閣
令
第
十
三
号
（
会
社
経
理
統
制
令
施
行
規
則
）」

『
官
報
』第
四
一
三
六
号（
一
九
四
〇
年
十
月
十
九
日
）よ
り
出
所
）

だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
装
束
が
い
か
に
高
額
で
あ
っ
た
か
推

測
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

戦
時
の
厳
し
い
状
況
で
、
宮
崎
神
宮
は
、
最
終
的
に
昭
和
十
六
年
七
月
に
正
式
衣
裳
一
式
（
四
着
分
）
を
奉
納
し
た
よ
う
で
あ
る（
（4
（

。

し
か
し
、
多
く
の
神
社
で
は
、
正
式
の
装
束
を
購
入
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
こ
と
が
予
想
で
き
る
。

　

こ
こ
で
浦
安
の
舞
が
奉
納
さ
れ
た
奉
祝
式
典
臨
時
祭
当
日
の
鶴
岡
八
幡
宮
や
宇
佐
神
宮
、
春
日
神
社
な
ど
の
写
真
資
料
が
発
見
さ
れ

た
た
め
確
認
し
て
み
よ
う（
（4
（

。

　

写
真
は
鮮
明
で
は
な
い
が
、
資
料
よ
り
舞
姫
の
着
用
す
る
装
束
の
違
い
が
確
認
で
き
る
。
は
じ
め
に
掲
示
し
た
鶴
岡
八
幡
宮
の
写
真

資
料
に
写
る
舞
姫
た
ち
が
着
用
し
て
い
る
の
は
「
正
式
」
の
装
束
だ
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
宇
佐
神
宮
の
舞
姫
は
、「
簡
易
」
の
菊

ノ
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
千
早
に
花
簪
、
鈴
は
通
常
の
神
楽
鈴
に
五
色
を
付
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
春
日
大
社
の
舞
姫
が�

図 2　「『浦安の舞』ノ衣裳ニ就テ」　菊ノ模様
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表 2　宮崎神宮浦安の舞装束見積書（出典『天業奉頌』）

計扇緋袴
千
早
品
名

簡
易
衣
裳

計檜扇袴単衵
小
忌
衣

花
熨
斗
長
髦

舞
姫
用
装
束
花
簪

品
名

略
式
衣
裳

計檜扇裳袴単衵
小
忌
衣

花
熨
斗
長
髦

舞
姫
用
装
束
花
簪

品
名

正
式
衣
裳

摘
要

六
色
錦
付

紅
精
好
仕
立

固
地
綾

表
固
地
綾
中
部
裏
付

白
無
紗
仕
立

摘
要

六
色
錦
付

紗
裾
濃
仕
立

紅
精
好
仕
立

固
地
綾

表
固
地
綾
中
部
裏
付

白
無
紗
仕
立

摘
要

四
握
四
腰
四
領
員
数

四
握
四
腰
四
領
四
領
四
領
四
組
四
組
四
組
員
数

四
握
四
腰
四
腰
四
領
四
領
四
領
四
組
四
組
四
組
員
数

　
五
〇
〇
円

三
、〇
〇
〇
円

三
、五
〇
〇
円

単
価

三
、七
〇
〇
円

五
、二
〇
〇
円

四
、八
〇
〇
円

七
、八
〇
〇
円

三
、五
〇
〇
円

　
三
〇
〇
円

一
、五
〇
〇
円

　
七
〇
〇
円

単
価

三
、七
〇
〇
円

七
、〇
〇
〇
円

五
、二
〇
〇
円

四
、八
〇
〇
円

七
、八
〇
〇
円

三
、五
〇
〇
円

　
三
〇
〇
円

一
、五
〇
〇
円

　
七
〇
〇
円

単
価

　
二
八
、〇
〇
〇
円

　
　
二
、〇
〇
〇
円

　
一
二
、〇
〇
〇
円

　
一
四
、〇
〇
〇
円

小
計

一
一
〇
、〇
〇
〇
円

　
一
四
、八
〇
〇
円

　
二
〇
、八
〇
〇
円

　
一
九
、二
〇
〇
円

　
三
一
、二
〇
〇
円

　
一
四
、〇
〇
〇
円

　
　
一
、二
〇
〇
円

　
　
六
、〇
〇
〇
円

　
　
二
、八
〇
〇
円

小
計

一
三
八
、〇
〇
〇
円

　
一
四
、八
〇
〇
円

　
二
八
、〇
〇
〇
円

　
二
〇
、八
〇
〇
円

　
一
九
、二
〇
〇
円

　
三
一
、二
〇
〇
円

　
一
四
、〇
〇
〇
円

　
　
一
、二
〇
〇
円

　
　
六
、〇
〇
〇
円

　
　
二
、八
〇
〇
円

小
計
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着
用
し
て
い
る
装
束
は
「
正
式
」
で
も
「
略
式
」
で
も
「
簡
易
」
で
も
な
い
。
後
身
頃
は
引
き
ず
る
ほ
ど
長
く
、
白
色
と
考
え
ら
れ
る

千
早
に
、
単
、
長
袴
も
し
く
は
緋
袴
で
、
花
簪
は
着
け
て
い
な
い
が
、
丈
長
は
着
用
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
写
真
資
料
か
ら
も
浦
安
の
舞
の
衣
裳
規
程
は
、
比
較
的
自
由
度
が
高
く
、
神
社
に
よ
っ
て
様
々
に
事
例
が
見
ら
れ
る
こ
と

が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

図 3　奉祝式典臨時祭当日の鶴岡八幡宮（出典『天業奉頌』）

図 4　奉祝式典臨時祭当日の宇佐神宮（出典『天業奉頌』）

図 5　奉祝式典臨時祭当日の春日大社（出典『天業奉頌』）
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紀
元
二
千
六
百
年
を
記
念
し
て
発
行
さ
れ
た
『
奉
祝
紀
元
二
千
六
百
年
』
や
『
写
真
週
報
』（
図
6
）
と
い
う
雑
誌
の
表
紙
に
つ
い

て
も
数
あ
る
行
事
が
あ
り
な
が
ら
も
浦
安
の
舞
の
正
式
の
衣
裳
を
纏
っ
た
舞
姫
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
十
五
年
に
は
、

浦
安
の
舞
の
花
電
車
（
図
7
）
も
制
作
さ
れ
、
東
京
を
走
っ
て
い
た
。
花
電
車
は
、
中
央
に
は
大
き
な
菊
の
飾
り
に
正
式
衣
裳
に
鉾
鈴

を
持
っ
た
二
体
の
人
形
が
回
転
し
て
い
る
豪
華
な
装
飾
電
車
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
例
か
ら
も
、
浦
安
の
舞
は
紀
元
二
千
六
百
年

行
事
の
視
覚
的
な
広
告
と
し
て
の
役
割
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
華
や
か
な
の
は
、
正
式
の
衣
裳
で
あ
る
た
め
、

広
告
と
し
て
使
用
さ
れ
る
際
に
は
、
よ
く
使
わ
れ
た
。
し
か
し
、
正
式
衣
裳
は
経
済
負
担
が
大
き
く
、
浦
安
の
舞
が
多
く
の
神
社
で
舞

を
普
及
さ
せ
る
こ
と
も
目
的
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
略
式
や
簡
易
と
い
っ
た
装
束
の
規
程
を
含
め
た
と
推
察
で
き
よ
う
。図 7　浦安の舞花電車（出典『天業奉頌』）

図 6　浦安の舞衣裳（出典『写真週報』）
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お
わ
り
に

　

本
論
で
は
、
戦
中
期
に
制
作
さ
れ
た
近
現
代
神
楽
で
あ
る
神
前
神
楽
舞
の
代
表
作
の
「
浦
安
の
舞
」
を
例
に
制
作
と
普
及
に
至
る
歴

史
的
な
経
緯
の
跡
付
け
を
行
っ
た
。
一
般
的
に
馴
染
み
の
薄
か
っ
た
雅
楽
な
ど
の
神
社
音
楽
が
、
明
治
維
新
政
府
の
宗
教
的
文
化
的
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
政
策
を
経
験
し
た
後
、
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
式
典
で
新
た
な
舞
が
登
場
し
、
全
国
的
に
伝
え
ら
れ
、
氏
子
崇
敬
者
に
至

る
ま
で
神
前
に
お
い
て
奉
奏
す
る
ほ
ど
に
普
及
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

浦
安
の
舞
の
制
定
と
普
及
は
、
国
家
的
な
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
た
が
、
そ
の
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
神
社
音
楽
協
会
が
神
楽
舞
の

制
定
を
請
願
し
、
作
曲
振
付
を
、
宮
内
省
楽
長
の
多
忠
朝
に
依
頼
、
そ
し
て
普
及
・
実
施
に
つ
い
て
は
、 

皇
典
講
究
所
及
全
国
神
職
会

に
委
嘱
し
て
お
り
、全
国
各
地
で
講
習
会
が
行
わ
れ
た
。更
に
講
習
会
の
受
講
者
が
予
想
を
超
え
た
千
七
百
名
以
上
と
な
っ
た
イ
レ
ギ
ュ

ラ
ー
に
対
し
て
も
、
第
一
期
か
ら
第
三
期
を
設
け
る
な
ど
の
指
導
体
制
の
整
備
を
行
い
、
三
ヶ
月
と
い
う
短
期
間
で
全
国
に
広
ま
っ
た

の
で
あ
る
。

　

当
時
の
講
習
会
で
は
、
神
職
や
楽
師
が
舞
の
指
導
を
受
け
、
各
地
の
神
社
で
普
及
さ
れ
、
こ
の
普
及
活
動
は
、
国
家
的
事
業
と
し
て

大
規
模
に
展
開
さ
れ
、
講
習
会
の
運
営
や
経
費
も
国
家
が
負
担
し
た
。

　

し
か
し
、
個
々
の
神
社
に
も
衣
裳
の
経
済
的
負
担
や
楽
人
な
ど
の
人
員
不
足
な
ど
の
問
題
は
多
々
存
在
し
た
。
宮
崎
神
宮
の
事
例
か

ら
も
全
国
神
社
へ
の
経
済
負
担
に
つ
い
て
も
推
察
で
き
、
い
か
に
正
式
や
略
式
の
装
束
が
高
額
で
あ
っ
た
か
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ

こ
で
、
音
楽
は
レ
コ
ー
ド
を
制
作
、
使
用
を
許
可
し
、
衣
裳
規
程
も
三
種
設
け
る
な
ど
の
対
策
が
取
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
髙
田
義
男
に

よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
最
も
豪
華
な
正
式
は
、
視
覚
に
訴
え
か
け
た
広
告
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
可
能
性
に
つ
い
て
も
示
唆
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
神
前
神
楽
舞
と
し
て
の
厳
か
さ
を
欠
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
た
わ
け
で
は
あ
る
が
、
こ
の
規
程
に
縛
ら
れ
過
ぎ
な
い
自

由
度
の
高
さ
も
今
日
ま
で
多
く
の
神
社
で
奉
奏
さ
れ
る
所
以
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
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今
日
、
全
国
各
地
の
神
社
で
執
行
さ
れ
る
祭
祀
・
祭
礼
・
儀
式
な
ど
に
「
神
社
音
楽
」
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
と
な
っ
て

い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
地
域
ご
と
に
伝
承
さ
れ
た
神
楽
や
社
伝
神
楽
が
す
べ
て
の
神
社
に
残
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
状

況
で
、
こ
れ
を
可
能
に
し
た
一
つ
の
要
因
は
、「
神
前
神
楽
舞
」
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

今
回
は
、
神
前
神
楽
舞
の
代
表
作
と
さ
れ
る
浦
安
の
舞
を
例
に
一
考
察
を
試
み
た
が
、
紙
幅
の
都
合
上
に
よ
り
、
昭
和
十
五
年
当
時

の
神
祇
院
の
動
向
、
皇
室
祭
祀
令
が
昭
和
二
十
三
年
の
神
社
祭
式
に
与
え
た
影
響
、
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
祭
祀
舞
の
制
作
経
緯
、
戦

後
に
お
け
る
祝
詞
の
表
現
で
あ
る
「
歌
ひ
舞
ふ
芸
能
を
」
に
関
す
る
精
査
な
ど
言
及
で
き
な
か
っ
た
点
も
数
多
く
あ
る
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

　
　
　

注

（
1
）�　
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録　

第
十
六
巻　

第
八
冊
（
下
）』
一
五
一
頁
、
参
照
。

（
2
）�　

浦
安
の
舞
は
国
風
歌
舞
を
下
地
に
作
曲
・
作
舞
し
た
神
楽
舞
で
あ
る
と
『「
浦
安
の
舞
」
二
十
周
年
記
念
誌
』
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）�　

宮
中
の
御
神
楽
が
、
一
般
の
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
一
方
で
浦
安
の
舞
は
、
全
国
の
神
社
で
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
祭

祀
で
舞
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
公
開
性
が
高
く
、
誰
で
も
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
浦
安
の
舞
は
国
風
歌
舞

を
下
地
に
し
て
い
る
が
、
国
風
歌
舞
の
よ
う
な
「
宮
中
祭
祀
の
音
楽
」
と
し
て
の
性
格
が
抜
け
た
近
代
の
新
し
い
形
態
の
舞
で
あ
る
「
神
前

神
楽
舞
」
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と
と
す
る
。

（
4
）�　

多
静
子
『
浦
安
の
舞
五
十
年
』（
神
社
音
楽
協
会
、
一
九
九
〇
）
参
照
。

（
5
）�　
「
明
治
十
六
年
四
月
に
多
忠
古
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
明
治
三
十
一
年
三
月
十
五
日
楽
生
と
し
て
宮
内
省
楽
部
に
入
り
、
同
四
十
二
年

六
月
一
日
楽
師
に
任
官
、
昭
和
十
一
年
十
一
月
八
日
楽
長
と
な
る
。」
多
静
子
『
浦
安
の
舞
五
十
年
』（
神
社
音
楽
協
会
、
一
九
九
〇
）
七
頁
、

参
照
。
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（
6
）�　
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録　

第
十
六
巻　

第
八
冊
（
下
）』
参
照
。

（
7
）�　

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
『
神
道
事
典
』（
弘
文
堂
、
一
九
九
四
）
二
八
三
頁
、
参
照
。

（
8
）�　

右
同
。

（
9
）�　
『
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
記
念
―
浦
安
舞
関
係
―
』（
複
写
）
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構　

校
史
・
学
術
資
産
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
、

参
照
。

（
10
）�　
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録　

第
十
六
巻　

第
八
冊
（
下
）』
一
八
八
―
一
八
九
頁
「
講
師
二
十
名
と
は
、多
忠
龍
（
帝
国
芸
術
院
会
員
）、

多
久
元
（
宮
内
省
楽
部
楽
長
）、豊
昇
三
（
宮
内
省
主
事
楽
師
）、薗
廣
茂
（
宮
内
省
楽
師
）、多
忠
紀
（
宮
内
省
楽
師
）、豊
雄
秋
（
宮
内
省
楽
師
）、

東
儀
文
盛
（
宮
内
省
楽
師
）、
林
多
美
夫
（
宮
内
省
楽
師
）、
浅
井
忠
信
（
宮
内
省
楽
師
）、
村
田
嘉
雄
（
宮
内
省
楽
師
）、
岡
實
（
宮
内
省
楽

師
）、
岡
武
雄
（
宮
内
省
楽
師
）、
東
儀
博
（
宮
内
省
楽
師
）、
多
静
、
嶋
重
治
、
堀
川
佐
一
郎
（
春
日
神
社
主
典
）、
葦
津
國
彦
（
筥
崎
宮�

主
典
）、
山
尾
繁
太
郎
（
橿
原
神
宮
楽
長
）、
山
田
清
春
、
松
浦
彦
操
で
あ
る
。」

（
11
）�　
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録　

第
十
六
巻　

第
八
冊
（
下
）』
一
九
〇
頁
、
参
照
。

（
12
）�　
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録　

第
十
六
巻　

第
八
冊
（
下
）』
一
九
五
―
一
九
六
頁

　
　

謹
啓　

時
下
彌
ゝ
御
清
祥
之
段
奉
慶
賀
候

　
　

�　

陳
者
當
年
曠
古
の
大
盛
典
を
目
睫
に
控
へ
朝
野
擧
げ
て
奉
祝
諸
行
事
に
つ
き
計
畫
す
る
と
こ
ろ
有
之
候
折
柄
本
所
本
會
は
紀
元
二
千
六
百

年
奉
祝
會
よ
り
同
會
制
定
の
奉
祝
神
樂
舞
の
普
及
方
に
關
し
御
委
託
相
受
け
今
般
不
取
敢
之
が
神
樂
舞
指
導
者
講
習
會
を
別
紙
要
項
に
依
り

全
國
各
地
に
於
て
逐
次
開
催
致
す
こ
と
と
相
成
候
に
就
て
は
現
下
御
多
端
の
折
柄
に
は
候
へ
共
何
分
の
御
協
力
賜
度
奉
願
上
候

　
　

�　

尚
右
講
習
會
開
催
に
就
き
貴
會
關
係
聯
合
神
職
會
に
於
て
諸
般
御
協
議
の
上
可
然
御
配
慮
被
成
下
度
此
段
御
依
頼
申
上
候

　
　
　

�

追
而
別
便
を
以
て
趣
意
要
項
御
送
付
申
上
候
條
貴
縣
下
各
神
社
神
職
へ
夫
々
御
通
牒
の
上
受
講
適
任
者
至
急
御
取
纏
被
下
別
紙
報
告
書
へ

御
記
入
御
回
告
相
煩
度
併
而
御
依
賴
申
上
候
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昭
和
十
五
年
七
月
十
一
日

皇
典
講
究
所

全
國
神
職
會

　
　

各
府
縣
神
職
會
長
殿

　
　
　
　
（
奉
奏
普
及
方
要
項
及
報
告
書
省
略
）

（
13
）�　
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録　

第
十
六
巻　

第
八
冊
（
下
）』
一
九
〇
頁
、
参
照
。

（
14
）�　
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録　

第
十
六
巻　

第
八
冊
（
下
）』
一
九
三
頁
、
参
照
。

（
15
）�　

神
社
音
楽
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://jinjaongaku.or.jp/jp/about/index.htm
l　

（
最
終
閲
覧
二
〇
二
四
年
十
月
十
日
）
参
照
。

（
16
）�　
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録　

第
十
六
巻　

第
八
冊
（
下
）』
一
七
八
―
一
七
九
頁

　
　

�　
「
畏
ク
モ
皇
祖
天
照
皇
大
神
ノ
御
神
勅
ヲ
奉
戴
シ
マ
シ
テ
神
武
天
皇
即
位
ノ
大
典
ヲ
大
和
ノ
橿
原
ニ
擧
ゲ
サ
セ
給
ヒ
天
業
恢
弘
ノ
其
ヲ
建

テ
マ
シ
マ
シ
テ
ヨ
リ
悠
久
二
千
六
百
年
擧
國
一
致
コ
ノ
記
念
ノ
嘉
辰
ヲ
迎
へ
奉
ル
ノ
秋
到
リ
タ
ル
ハ
齊
シ
ク
欣
喜
ニ
耐
エ
ザ
ル
處
ニ
シ
テ
内

閣
ニ
於
テ
モ
新
タ
ニ
祝
典
事
務
局
ヲ
設
ケ
ラ
レ
コ
ノ
好
機
ヲ
逸
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
肇
國
創
業
ノ
大
理
想
ヲ
闌
明
シ
國
民
精
神
ノ
振
作
更
張
ノ
徹

底
ヲ
期
ス
ベ
ク
ノ
諸
般
ノ
計
畫
を
進
捗
セ
シ
メ
ラ
レ
ツ
ツ
ア
ル
時
宜
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ト
滿
腔
ノ
敬
意
ヲ
表
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

　
　

�　

殊
ニ
此
ノ
祝
典
タ
ル
ヤ
タ
ダ
ニ
國
民
歓
喜
ノ
表
現
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
上
ハ
天
神
地
祇
ノ
至
樂
ト
セ
サ
セ
給
フ
處
ナ
ル
ヲ
以
テ
全
國
官
國
幣

社
ヨ
リ
縣
郷
社
ニ
到
ル
迄
肇
國
創
業
ニ
ユ
カ
リ
深
ク
マ
シ
マ
ス
神
社
ノ
祭
典
ニ
就
イ
テ
特
ニ
調
査
審
議
ヲ
計
ラ
レ
ツ
ツ
ア
ル
ハ
寔
ニ
銘
謝
ノ

極
ミ
ナ
リ
ト
ス

　
　

�　

虔
ミ
テ
按
ズ
ル
ニ
我
ガ
神
國
日
本
ノ
祭
祀
ニ
ア
ツ
テ
最
モ
必
須
缺
ク
ベ
カ
ラ
ザ
ル
行
事
ハ
實
ニ
神
樂
ヲ
措
キ
テ
ア
ラ
ザ
ル
所
以
ハ
古
實
ニ

明
ラ
カ
ナ
ル
モ
近
世
斯
ノ
事
ノ
輕
ン
ゼ
ラ
ル
ル
ハ
神
靈
ノ
實
在
ヲ
確
認
シ
得
ザ
ル
ニ
到
リ
シ
ガ
故
ニ
シ
テ
天
人
共
ニ
歡
喜
踊
躍
ノ
一
大
盛
典

ニ
當
ツ
テ
神
樂
ヲ
奏
上
ア
ル
コ
ソ
寔
ニ
惟
神
ノ
大
道
ヲ
顕
彰
ス
ル
ノ
第
一
義
タ
ル
ベ
シ
ト
信
ゼ
ラ
ル
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�　

今
ヤ
祭
政
一
元
ノ
眞
義
實
現
セ
ラ
レ
ム
ト
シ
ツ
ツ
ア
ル
ト
キ
祭
祀
ノ
基
本
タ
ル
神
樂
ノ
重
大
性
ヲ
沒
却
シ
テ
政
事
ノ
肅
清
亦
望
ム
ベ
ク
モ

ア
ラ
ズ

　
　

�　

聖
賢
ノ
教
ニ
依
ル
モ
禮
樂
ハ
世
事
一
切
ノ
根
幹
タ
リ
マ
シ
テ
ヤ
言
靈
ノ
幸
榮
フ
神
國
日
本
ニ
ア
ツ
テ
樂
ヲ
正
シ
調
ヲ
整
フ
ル
コ
ソ
人
心
ヲ

更
メ
世
相
ヲ
浄
ム
ル
要
諦
タ
ル
ヤ
論
ヲ
俟
タ
ザ
ル
ト
コ
ロ
祭
政
一
元
ヲ
期
ス
ル
者
須
ク
此
處
ニ
深
ク
念
ヒ
ヲ
格
サ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ

　
　

�　

依
而
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
祝
典
ヲ
迎
フ
ル
ニ
方
リ
神
前
神
樂
舞
ヲ
制
定
シ
以
テ
祭
式
ノ
次
第
中
ニ
加
へ
且
是
ヲ
全
國
各
神
社
存
在
地
域

内
ノ
青
年
圑
處
女
會
員
等
ニ
習
得
セ
シ
メ
全
國
各
神
社
一
齊
ニ
奉
納
セ
シ
メ
ラ
レ
ナ
バ
挙
國
一
致
ノ
奉
祝
精
神
ハ
祭
祀
ヲ
通
ジ
テ
體
現
顕
著

タ
ル
ベ
ク
敬
神
観
念
ヲ
昂
揚
シ
國
體
ノ
認
識
ヲ
深
ム
ル
亦
斯
ノ
道
ニ
若
ク
モ
ノ
ナ
シ
ト
思
惟
ス

　
　

�　

今
ヤ
未
曾
有
ノ
時
局
下
ニ
ア
ツ
テ
國
體
明
徴
日
本
精
神
確
立
コ
ソ
焦
眉
ノ
急
ナ
ル
ノ
時
上
ハ
神
靈
ヲ
慰
メ
奉
リ
テ
神
護
ノ
彌
ゝ
イ
ヤ
チ
コ

ナ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
希
ヒ
下
ハ
萬
民
ノ
心
琴
ヲ
整
ヘ
テ
惟
神
ノ
大
道
ニ
副
ヒ
奉
ラ
シ
メ
ム
コ
ト
ヲ
期
シ
テ
敢
テ
此
處
ニ
神
前
神
樂
制
定
ノ
議
ヲ
進

言
セ
ム
ト
ス
ル
所
以
戴
ク
ハ
吾
等
ノ
微
衷
ヲ
汲
ン
デ
清
鑑
ア
ラ
ム
事
ヲ
ト
爾
云
」

（
17
）�　
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録　

第
十
六
巻　

第
八
冊
（
下
）』
一
八
〇
頁

　
　

第
八
七
一
號

　
　
　

昭
和
十
五
年
七
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
舞
制
定
ニ
関
ス
ル
件

　
　

標
記
ノ
件
別
案
ノ
通
制
定
相
成
可
然
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

案

　
　

一　

名　
　

稱　

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
舞

　
　

一　

作
曲
振
付　

宮
内
省
樂
部
樂
長　

多
忠
朝

　
　

一　

演
奏
期
日　

十
一
月
十
日
紀
元
二
千
六
百
年
式
典
當
日
一
齊
ニ
執
行
セ
ラ
ル
ル
神
社
ノ
臨
時
祭
典
ニ
神
樂
舞
ト
シ
テ
奉
納
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
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一　

實
施
方
法　

實
施
ニ
關
ス
ル
事
務
ハ
皇
典
講
究
所
及
全
國
神
職
會
ニ
委
囑
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

　
　

一　

経
費
概
算　

五
萬
圓

（
18
）�　
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録　

第
十
六
巻　

第
八
冊
（
下
）』
一
八
〇
―
一
八
一
頁

　
　

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
會
第
八
七
一
號

　
　
　

昭
和
十
五
年
七
月
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
會
長 

公
爵 

近
衛
文
麿

　
　
　

皇
典
講
究
所
長 

侯
爵 
佐
佐
木
行
忠
殿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
通
）

　
　
　

全
國
神
職
會
長　
　
　

水
野
錬
太
郎
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

紀
元
二
千
六
百
年
蔵
神
樂
舞
普
及
ニ
關
ス
ル
件

　
　

�

光
輝
ア
ル
紀
元
二
千
六
百
年
ヲ
迎
へ
今
秋
十
一
月
十
日
政
府
主
催
ノ
下
ニ
紀
元
二
千
六
百
年
式
典
ヲ
擧
行
セ
ラ
ル
ル
事
ニ
相
成
候
ニ
就
テ
ハ

宮
内
省
樂
部
長
多
忠
朝
氏
ニ
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
神
樂
舞
（
假
稱
）
制
定
方
ヲ
委
嘱
之
ヲ
式
典
當
日
官
國
幣
社
以
下
神
社
ニ
於
テ
一
齊
ニ

執
行
ハ
セ
ラ
ル
ル
臨
時
祭
典
ノ
際
神
社
ノ
御
前
ニ
奉
奏
致
度
存
候
間
御
繁
用
中
乍
恐
縮
經
費
概
算
金
三
萬
五
千
圓
程
度
ヲ
以
テ
之
ガ
全
國
神

社
ニ
普
及
相
成
様
御
取
計
相
成
度
此
段
及
御
依
賴
候

　
　
　

追
而
本
件
關
ス
ル
事
務
取
扱
ニ
付
テ
ハ
皇
典
講
究
所
長
全
國
神
職
會
長
ト
御
協
議
上
計
畫
概
要
案
及
豫
算
案
御
提
出
相
頻
度

（
19
）�　
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録　

第
十
六
巻　

第
八
冊
（
下
）』
一
八
二
頁

　
　

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
會
第
九
二
八
號

　
　
　

昭
和
十
五
年
七
月
二
十
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
會
長 

公
爵 

近
衛
文
麿
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宮
内
大
臣 

松
平
恒
雄
殿

　
　
　
　
　
　
　

 

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
神
樂
舞
普
及
ニ
關
ス
ル
件

　
　

�
光
輝
ア
ル
紀
元
二
千
六
百
年
ヲ
奉
祝
記
念
ス
ル
爲
本
會
ニ
於
テ
神
樂
舞
ヲ
制
定
ノ
上
今
秋
十
一
月
十
日
政
府
主
催
ヲ
以
テ
舉
行
セ
ラ
ル
ル
式

典
當
日
官
國
幣
社
以
下
神
社
ニ
於
テ
一
齊
ニ
執
行
ハ
セ
ラ
ル
ル
臨
時
祭
典
ノ
際
神
社
ノ
御
前
ニ
奉
納
致
シ
尚
之
ヲ
後
年
ニ
傳
へ
廣
ク
神
社
奉

納
ノ
モ
ノ
ト
シ
テ
普
及
セ
シ
メ
ル
目
的
ヲ
以
テ
之
ガ
諸
般
ノ
準
備
相
進
メ
居
リ
候
ニ
就
テ
ハ
右
神
樂
舞
ノ
御
歌
ト
シ
テ
左
記
御
製
ヲ
作
曲
致

シ
度
存
ジ
候
間
特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
御
許
可
相
成
度
此
段
及
申
請
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

　
　
　
　
　
　
　
　

御　

製　

昭
和
八
年
御
會
始
御
題
「
朝
海
」

　
　
　
　

天
地
の
神
に
そ
の
る
朝
な
の
う
み
の
如
く
に
波
た
ゝ
ぬ
世
を

　
　

宮
發
三
七
五
號

　
　
　

昭
和
十
五
年
八
月
三
日

宮
內
大
臣
松
平
恒
雄

　
　
　

紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
會
長 

公
爵 

近
衛
文
麿
殿

　
　

�

去
月
二
十
六
日
附
第
九
二
八
號
ヲ
以
テ
申
請
ニ
係
ル
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
神
樂
舞
ニ
今
上
天
皇
御
製
ヲ
拝
用
シ
之
ヲ
神
社
ニ
奉
納
ス
ル
ノ

件
ハ
當
省
ト
シ
テ
ハ
別
ニ
異
存
無
之
候

（
20
）�　
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録　

第
十
六
巻　

第
八
冊
（
下
）』
一
五
二
頁
、
参
照
。

（
21
）�　

祝
典
に
関
す
る
事
務
及
び
各
種
奉
祝
記
念
事
業
に
関
す
る
事
項
の
統
括
の
事
務
を
担
っ
た
。

（
22
）�　

紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
事
務
局
内
に
設
置
さ
れ
た
。
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
評
議
委
員
会
、
審
議
を
経
る
奉
祝
記
念
事
業
と
そ
の
他
適
当
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と
認
め
ら
れ
た
事
業
を
担
っ
た
。

（
23
）�　
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録　

第
一
冊
（
上
）』
参
照
。

（
24
）�　

右
同
。

（
25
）�　

浦
安
の
舞
に
該
当
す
る
当
時
の
映
像
は
、
十
一
月
十
日
の
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
式
典
の
後
に
「
同
じ
日
、
全
国
津
々
浦
々
の
神
社
に
於

て
は
、
臨
時
祭
典
が
行
は
れ
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
舞
楽
「
浦
安
の
舞
」
が
奉
納
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
天
地
の
神
に
そ
い
の
る
朝
な
き
の
う

み
の
如
く
に
波
た
た
ぬ
世
を
」
こ
の
御
製
の
大
御
旨
を
主
題
と
し
、
世
界
平
和
の
為
、
日
夜
信
念
あ
ら
せ
給
ふ
尊
き　

大
御
心
の
ほ
ど
を
か

し
こ
み
奉
っ
て
舞
楽
を
謹
作
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。」（『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録　

第
二
十
四
巻　

第
十
三
冊
（
下
）』（
二
〇
〇
二
）

三
四
七
頁
、
参
照
）
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
入
る
中
、
鶴
岡
八
幡
宮
の
神
楽
殿
で
檜
扇
を
持
っ
て
舞
う
四
人
の
正
式
の
装
束
を
纏
っ
た
舞
姫
が
映

し
出
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）�　
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録　

第
五
巻　

第
三
冊
（
上
）』
五
六
四
頁
、
参
照
。

（
27
）�　

右
同
。

（
28
）�　

寺
内
直
子
『
雅
楽
の
〈
近
代
〉
と
〈
現
代
〉：
継
承
・
普
及
・
創
作
の
軌
跡
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
）

　
　
　

寺
内
直
子
『
雅
楽
を
聴
く
：
響
き
の
庭
へ
の
誘
い
』（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
一
）

　
　

�　

寺
内
直
子
「
近
代
創
作
巫
女
神
楽
の
音
楽
的
考
察 : 

〈
八
雲
舞
〉〈
鈴
舞
（
真
澄
鏡
）〉〈
浦
安
の
舞
〉
を
中
心
に
」（『
神
戸
大
学
大
学
院
国

際
文
化
学
研
究
科
紀
要
』
第
五
十
八
号
、
二
〇
二
二
）
参
照
。

（
29
）�　

寺
内
直
子
『
雅
楽
の
〈
近
代
〉
と
〈
現
代
〉：
継
承
・
普
及
・
創
作
の
軌
跡
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
）
参
照
。

（
30
）�　

右
同
。

（
31
）�　

右
同
。

（
32
）�　

雑
誌
『
紀
元
二
千
六
百
年
』（
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
発
行
）
昭
和
十
四
年
二
月
号　

参
照
。
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（
33
）�　
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録　

第
四
巻　

第
二
冊
（
下
）』
二
六
五
頁
、
参
照
。

（
34
）�　

た
だ
し
、
こ
の
数
字
は
、
実
態
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
数
値
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
諸
社
に
つ
い
て
の
統
計
は
取
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど

を
考
慮
す
る
と
、
あ
く
ま
で
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録
』
に
お
い
て
当
時
の
内
閣
が
示
し
た
か
っ
た
数
字
と
し
て
考
え
、
把
握
す
る
こ

と
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
以
上
に
正
確
な
数
値
を
知
る
た
め
に
は
、
大
規
模
な
調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、
調
査
不
可
能
な
神
社
な
ど

も
あ
る
た
め
、
困
難
を
極
め
る
だ
ろ
う
。

（
35
）�　

寺
内
直
子
「
近
代
創
作
巫
女
神
楽
の
音
楽
的
考
察 : 

〈
八
雲
舞
〉〈
鈴
舞
（
真
澄
鏡
）〉〈
浦
安
の
舞
〉
を
中
心
に
」（『
神
戸
大
学
大
学
院
国

際
文
化
学
研
究
科
紀
要
』
第
五
十
八
号
、
二
〇
二
二
）
参
照
。

（
36
）�　
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録　

第
十
六
巻　

第
八
冊
（
下
）』
参
照
。

（
37
）�　

大
正
―
昭
和
時
代
の
染
織
工
芸
家
。
明
治
三
十
年
六
月
二
日
生
ま
れ
。
皇
族
、
公
家
の
装
束
、
束
帯
を
と
り
あ
つ
か
っ
て
き
た
宮
中
御
用

達
髙
田
家
の
二
十
三
代
。
大
正
天
皇
大
葬
、
昭
和
天
皇
即
位
式
な
ど
の
装
束
を
製
作
。
ま
た
正
倉
院
宝
物
の
染
織
物
の
調
査
、
復
元
な
ど
を

手
が
け
た
。
昭
和
六
十
年
十
一
月
十
日
、
八
八
歳
で
死
去
。
東
京
出
身
。
大
倉
商
業
卒
。
著
作
に
「
和
染
鑑
」
な
ど
。『
デ
ジ
タ
ル
版 

日
本

人
名
大
辞
典+Plus

』
参
照
。

（
38
）�　

髙
田
装
束
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttps://takata-courtrobe.co.jp/ins51.htm

（
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
四
年
十
一
月
二
十
一
日
）
参
照
。

（
39
）�　
『
紀
元
二
千
六
百
年
祝
典
記
録　

第
十
六
巻　

第
八
冊
（
下
）』
参
照
。

（
40
）�　

右
同
。

（
41
）�　
『
天
業
奉
頌
』（
紀
元
二
千
六
百
年
奉
祝
会
、
一
九
四
三
）
参
照
。

31




